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第2表　罹患病名または症状

核 ，家・　族・ 三世代家族 計
カ ゼ

l　Rウ佐r民？武、買n。ノ ｝ 1

湿　　　　　　　疹
膿痂疹など皮膚疾患
下　　．痢・囁　　吐

肺炎・気管支炎
中耳炎など耳鼻科系

結膜炎など眼科系
突発疹など衝染性疾患

LCC，ヘル昌アなど

82件（53，6）50．4％
23

8
10－

2
4
7

18

9

（15．0）14，1

（5，2）4．9

（6．5）6，工

（1．3）1．2

（2．6）f ，5

（4．6）4．3

（11，8）11，0

（5．9）5．5

15件（57，7）53，6％

1　（3．9）3．6

2　　（7．7）　7，1

0　（一）　一
〇 （一）　一

3　（11．5）10．7

0　（一）　一
5　　（19．2）　17．9

2　　（　7，7）　　7．1

97件（54、2）50．8％

24　（13．4）12．6

10　（5，9）5，2

10　（5．9）5．2

2　（1，1）1．0

7（3．9）3．7
7　（3．9）3．7

23　　（12．8）　12．0

11　（6．1）5．8
計 163

100。0 28
100，0 191

（）罹患児数に対する割合％

第3表罹、聾、時期

100．0

～
1
2
3
4

不

　1，
～　　2

～　　3

～　　4

か一

か

カ、

カ、

か

月

月

月

月

月

～
『詳

1核　塚　族

12件（8，2）　7．4％

』31　（29∫3）19．0

43
（58。5）26．4

57（83．7）22．7

奥（100．q）14．7

16　　　　　9．8

～　計　　／163　1・・．・
　（）累積％　　　　　一”『

が最も多く，全対象ρうち54．2彩が罹患し亡おり，全罹

患件数の50・8％である。家族形態別にみる
と，「カゼ」

の罹患は三世代家族群にゃや多く，　一膿摘疹など皮膚疾

患」，「中耳炎など耳鼻科系疾患」，「突発性発疹症など伝

染性疾患」も三世代家族群の罹患が核家族群のそれより

やや多い。一方， 「湿疹」，「下痢。嘔吐」，「結膜炎など

眼科糸疾患」、は逆壱酵亥家族群に多く，「肺炎・気管支炎」

は核家族の乳児嚇で三世代家族群で壱まみられない．

郷衷に罹患時期を示した。生後3か月未灘で哩

匙たものは耀患時期がはっ約1しないものを除いた
58，孝％で， 特舛2か月未満までの躍患は核家族群に多

い。3か月堪後り撰悪嫡蓼しろ三煙代家族群の方が多

いO　　　　r　’

乳児が蝿し酵き遜働鞭を勢ナる前にま撮
初嘩れ噸辮焼また何を参考にしたか潮べた

裸を第櫛塗 幡三世代家族群禰全て親族闘
蹴や翻牌騨群では9・％は雛であるが，残り

壱ま鰍嫁幡．←かし誰こも 相談レないで戴
きに医療綬けた例は核家族群に多く33．グ鮫，三世代

容族群は1乳9％雪ある。

三世代家族
1件 （4．3）3．6％

1　（8．7）3，6

11　（56．5）39，2

9　（95．7）32，1

1（100．0）3．6

5　　　　　17，5

28』 100．0

言十

13件（7．6）6，8％

32（26．5）16，8r
54（58，2） 28．3

46　（85．3）24．1

25（100，0） 13．エ

21　　　　　10．g　r

10工 10010

第嬢罹患時の相談瀞または参釈こしたもの

　　　　（罹患群）

核家族擁代糊計・
　　　　　　　　一件
　　　夫　　　　　45
祖　　　　　母　　0

実　　　　母　38
　　　舅　　　　　1

　　　姑　　　　　7
姉　　　　　妹　　5』

友人・先輩・近所の人　 5
保健婦。助産婦　　4

電　話　相　談　　2

育　　児　　書　　1

計

　％
41．7　’

35．2

0．9

6．5

4臼6

4．6

3．7

1．9

0．9

件　　％　件
7　30．5　52
1 4、3　1、

5　21．7　43

1　4．3．2
8　34，9　15
1’1 　4．3　 』6
0　　－　　5

0　－　4．

0　－　2
0　　－　　1

’％

39．6

0．8

32，8

真，5

11．5

14．6

＄・8

3．1

工5

0．8

1・81・…巨嚥
　調査時点まで何危罹患していない乳児を持っている母

親は・乳児掲し儲したときにどうするか繍5表に

示した。医師に真先に相談するものが最も多く，次いで

親族となっている。また三世代家族群では保健婦などの

保健専門職に相談しようとする姿勢がうかがわれるのに
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高野他・家族形態 と育児に関する研究

第5表罹患時の相談相手・参考源（未罹患群）

核鷲睡燃r1計

㎏ 　r　r ．人　 ％ ．人『・％ 人　　％
夫 　 19　15．0 2　’5． 6 2113．ρ

祖
rl

、、母 2　1．6』1
■　

，2．P5，，6 4　2．5

輿』
』’ 』’

．r

24　18．91r 71 fg』4 31』19，3
『1 11』』 平 ．一 0甲8r一、01”一

レ　1

1　0．6

－，婚』． 113
10．2』』9 、甑9 22　13．？

姉11．「、ビ、妹 1 6　4．7’ o 、’

6、3．7

友』入5先』 輩』
牝r の　 人

く5　4，01、 ！0公．ぐ 5　3．0

医1引　1・1師／ 39
30．6』9『24．9 4830， 0

保健婦・助産婦
ご、

護1． ’婦

♪

2　1．6’4 こ11二2 6 3．7

栄・．、養 ．・ 士 0　　一 1 2．8 1　0．6

育ご へ児： 醤 2　r1．6 01
一 2　　1．2

電、話、相　談 、1　0、8 1　2，8 2．1．2

わ㌧が一らない
12r

．4 0　　一
12

、7，5

計
1261・・．・13510・，・1・611・…』

飢隊麟奪そのよ』う癖 ど妙なレ㌔そ レて・』核

繊榊∫わ力望1磨轡レ聯め輿劉
熊誹肝潮 ▽磐ゴ．こ

1、．

　3，「育児上の問題

観上何らかの心配礎持って略勧をま・ 鱒麟
379煙鰍（95・3脇三黙家族群62人中53バ（93・5

％）　と 家族形態に よ多差はない。心鴎事は核家族群303　

隼 噸膣塀鱗恩 、曜1即⑳幣卿数
脱嚇醗1・14件孝代家族麹！l熊勘少
1逐9

．1：心配躰め内容にづい｛は第61蓑に永したゼ授乳比関す

る心配礁が最も多く，人工栄養児の授乳についての心鴎

覇騨抑母親に紡智全件卿3真碗顔める・
評れは核家族群解多く・37・2％の母親が人工栄養児の授

☆韓？厩解蹴でいる・ その内騨主どして哺盟

1，醐熊こ楓三世代家蹄のそれは主として噂瓶
、、雄塵餌脅てのも礎ある；・ぐ遡比と頃現わ

乳馴てや盈。．そ㊨ほ矯・，「夜泣 き」，「発育のことJにっいて

1』に三樟代寒族群をこ，　「指しゃぶり』，「病気のことユにつ

t㍉いては核家族群に多くみられる。・一 ゼ 』 ∴・．r

　・・そゐ心配箏や育児上の問題点の解決法については第7

灘斑蜘く行うと母継購え㍗）ち遜鰍相談
1’する≒類てヒ騨の雌も多く・全体の母親卿3％

』飾媒いる・1これには家族形態曜螺めない遇親

1破母雑鰍しようと鎚菊餌・誰爆聯に多
乾1が』鰍に麟禍というものセま館族群に・・夫闘

’麹るゆは孝豚族蹴やや多レ）・友人・輝 ・近

』「

の館雌相談相手どし腿んでヤ’る仰は核家蜷
　に多く，保健専門職に相談するとい6ぐいるもめは三世

・代家族群に多い・ 　 二 …二一 、・ ．泥セ、
　 、《，．健康増進法について

　 乳匙対じて特に健康増進師勤てヤ）髄餌・．、該

葬群り73・％誰構騨の59咳レこ砺れ・そ1の

嘩灘郷撚示したよ1うに日光拳が馳多い・誹

鯵麟で瞬に実榔レ減答孝ズいる1ものが勲
ゆゆかわ脇日輝をはゆζ・して多く唖騨
籏橿的に行なρている。 、』　 　1、r　将　　顎　．砺

　．：1｝．5． 離乳について

　　対象児は全て離乳開始前である≧ヤ～、う荊渠Φ査蛍嬉，

鮪に与え胤滞外の食郷つレ・下騨睡砦、磐
　、9豪のぷ倒な結果を得た。r乳汁以外盗まだ包郵皇え障恥

　なし｛ものが全体の7．9劣にみられレこれは三世代家族群群ζ

｝．第6表　育児上心配な瑛項一

』～ 　　 一、　一 こ核 、家’て 1族　1・・菰 豊F世代家1族㌧ 計ぐ

授ふ 乳 r（母い乳ヲド

ド擾ギ』1 1乳・∴ （バ・繊）

果汁畝’活ヲ類を撫う
夜．｝ 弧∵1泣。』lhぎ
ね　　　、 ・』づ 、鐸㌧二♪Fきン

抱　　　き　　　癖
指　し や　ぶ　り

．痛』譲気 ．④、こ』ζ』

．ll歎湾』＝り㌔ 等・ ζ

　　　　他

　　　　　　
ミぎ

　17件’（614）ン』5．6％

』1 9』（37．2）62．7、

　i4・一（；5，き）＼45：6

』』一
6・ （6．0） 5，3

二．41、1 （1翫4） 13」5

46（塾了・3）〆15・2

ゴ、　47　　（17．7）　15．5

．』 116．（6・g）』5・3

r 7・（β96） 、2β．

　．・0 、（一）．7

1　4件（6，9） 6、β％

16　（27．6）26，2

4　（6．9）6．6

7　（12．1）11L5∫．

6　　（10．3）　　9．8

10　　 （17．2） 16，4
6ご1　（10，3）・　9．8

1． （1、7）1L6

4（ 6．9）6．61

、3　（5，2）、4，9

21件（ β・1〉1 季眺賀、・

115・（33！こ4）一＄エ◎ll

　18」　（5；2）　一4、9　…

lllrlll：霧11：訟

5昼（16・3）t15・41

．153一 』（15」4）；ユ4．三6詩㌧

1ブ（』 419》， 4⑦
11

、』111．（噂3ボ2）1・・3一・0・

　3 、（』q画p鍾轡」
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1 L■ 1
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、，一計
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第破 育垣上の間題の解決法

核rゴ家　　族 三世代家族 計

夫 29件（10．4） 9．9％ 辮（14・5）1ユ1．5％ 38件（11．1）10．2％
祖　　　　　　　　母 3　（1，1）1．0 3　（4．8）3，8 6　（1．8）1，6
実　　　父・実　　　母 38　（13．6）12，9 9　（14、5）11．5 47　（13．8）12，7

・舅 　　　・　　　姑 15．1（5．4）5．1 10（16』1）12，＄ 25　（7．3）6．8
姉・　　　　　　　 妹 24　（8，6）8．2 3　（4、3）3．8 27　（7．9）7．3
友人・先輩・近所の人 21

、（7．5）7i2 2　（3．2）2．6 23　（6．7）6．2
医　　　　　　　、 師

保健婦・助産婦・酒護婦

　　　　養　　　　士

82　（29．4）27．9

斗　（乳5）7，2

（0，4）0．3

18　（29．0）23，1

　（12，9）10．3

　（1．6）L3

工00　（29．3）26．7

9　（815）17．8

　（0．6）0．5
育 　　児　　　書 56　（20，1）19．0 14　（22．6）17，9 70　（20．5）18，8
電　　語　　相　　談 2　（0．7）0．7 1　（1．6）1．3 3　（0，9）0．8
デバート育児コーナー 1　（0．4）0．3 0　（一）　一 1　（O，3）0．3

他 1　（0．4）0．3 0　（一）　一 1 （0．3）O，3

計 294
100．0 78

100．0 372
100．0

（ ）対象数に対する百分率

第8衷　健康増進法

日　　光　　浴
』人　　％．人　　％9345．6　3081，1 人　　％123　51．0

外　 気　　浴 84r41．2　1951．4 103　42．7

薄　　　　　着 8943．6　1643．2 105　43，6

乾　布 摩 擦 10　4，9　2　5．4 12　5．0

乳　児　体　操 4622．5　1437．8 60　24，9
他 2　1，0　　0　　一 2　0，8

・％は健康増進をしているものに対する割合

第9表乳汁以外！こ最初に与えた食物

核 家族三世代瑚 計

直　　　　α！1　　置

／

42・0％となっているが，核家族群は3カ」月未満に57．4％

のものが与えはじめているのに対し七三世代家族群では

46．4％にすぎない。しかし，裸か月を過ぎてからほじめ

て与えたものは核家族群の10，1％に対して享世代家族群

の7，1％と前者に多い。

第10表　離乳食にづじ、て　

果　　　　　汁
》ぐ』ブ。味噌汁

乳・酸菌飲料一
野菜のす りつぶし

ピ係∫ ゲ1ヅト・1
ボ、．．一1見・類，10
重1・．r、・、

、．r
湯　二6

身β、、乙・r 、・ 2

　 ．、

こ他一 卜， 　ド14．

与えズ いねい、：．21

人
185

41

6
4

％
66，3

14，7

2．2

1．4

2．2

0．7

5．0

7．5

人
37

10

1
0

％
59，7

16，1

1．6

工　1．6

’人222

51

7
4

％
65．0

15．0

2，1

1．2

1　0．3

4　．6．5　10　2．9

’0

20・6
34．8 175．069．71277．9

計∵ 1279・…61621・…13411・…

やや多》・。 与えた食物で最も多いのは果汁で全体の65．0

％となっており，これは核家族群の方がやや多い。これ

らの食物を与えた 時期は2か月代が最も多く，全体で

核家族1三世代家族1計

全部自分で作る
部市販品を利用

ったり市販品を

えていない

　人　　％82

29ヲ4
2丁

0．7

93
69．1

　2　0．8

人　　％　人
　％2133，910330．2

　　－　　2　0．6

0　64．523368．3

　1．6　3　0．9

計 279・・ぴ・1621・軌欄・・⑳

　離乳を開始した後，離乳食の調理法の予定について第

10表に示した。離乳食を全て自分の手で作ろうと考えて

いるものは三世代家族群の33．9％に比して核家族群は

29，4％となっている。また，全て市販贔を用い畜ことに

しているものは僅かにすぎず，作ったり市販品を買った

りするという計画を立てているものが多い。

w考 察

　戦後の新しレニ・家族制度の台頭と産業形態の変革がわが

個の家族形態にとって大きな変化がもたらされる結果と

なった1，。その現われが核家族の増加である。核家族の

増加の年次推移をみると1955年45．4％，1965年54．9％，

1970年57・0％1975年58・7％となっ ており，その増加は
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高野他・家族形態と育児に関する1研究

　　攣近やや緩徐臆なら1だ3ζう に思物れる己核家族爾増加は

　　特を論大・・中都市にお》）で著明であり，隆大都市と ヤ）われる。

　　地駅は19麟1｝5191pq雌帯であ擁も1鱒1鰯轍
　　は核家族は4，933，000世帯乏な与てが 約3倍の増加を示

　　している。それとともに世帯人員数の減少がみられる2㌧

　　すなわち，1953年には51100人であったものが1975年には

　　3． 35人と いう数字である。以上のこ ど加らみても， わが

　　国の育児は夫婦のみで少な恥子ども を育てるという：のが

　 実態である。松島3，のいう精鋭少数主義的育児が行なわ

　　1れていうこと1になる◎．∫ 　』．．』、」・：』、l　r　l，∴乳
＝、

』’∫1

　　　われわれは，このような状況下での乳児に対する育児

　　は家族形態によらズ差を生じ，“その差が小児の健康にど

　　のように影響して碗うかをみるために， 核家族≧三世代

　　家族と に分け検討したσ』 ノ』 『』｝㌧＝『 ”　．』
胃、’㌧’ ぐこ

　　」まず罹患傾向琴ついて調べたる核家族群恭やや罹患率

　　、が高いよう である。ここで恥5罹患とは，母親の判断に

　　よムて病気に罹づだかどうLかを調べたわけで，』必ずしも

　　 医学的にV）う鱗でなか読が航れな覧圃のも多く：含

　　まれているごとは考え，られる6Tカ．ゼ」、をは二じめ：と／して琴

　　中耳炎など耳鼻科系疾患，膿痂疹など皮虜系疾患は家族

　　の磁が多ければ熱だけ麟の機会も勢・吻と軟、
　　墜れジ三世代家族群に多1ぐみ勢れる9に当然苧硲える1。

　　 しかし冠下痢・嘔吐，湿疹，i結膜炎を苓の眼税解疾患稼

　』融核家撚多凪ご催づいて昏よいう略緒溝れ
　　る宰乏があろう 魁その一つとして核家族の母親は微細

　　な変化を心配 して医療を受けたとも考えられ，1三これはも【

　　し育児経験者が身近にいる場合には放置じておレきても1よ

　　 し》ものと助言されていたかもしれないと考えられるざ 1≧

　　いうのは踏三世代家族群ではこのような疾患は非幣に少1

　　ながづだこ亡かち判断できる。茄炎靴気管支炎に罹うた

　　ものが核家族群に2例あったのは，核家族の母親が乳児

　　ゐ病状の変化に適切な剖断洪できながうたために悪化1じ

　　 だと二も考えられる。一核家族の母親は安易に医療を受げる

　　がわりに』・大きな欠陥を残すことが罹患にづいての調査

　　からもいえる。その傾向は罹患時期をみ矯も明らかで・

・ 』核家族群鞭は生後の早い時期に罹患したといっているも．

　斗めが多ぐあうだのはそのためであろうと思われるよ罹患

　 時の相談相手は核家族群では央をはじめ としてあらゆる

　　 人にまたがっているのに対して， 三世代家族群は夫を含

　　1φ孝親族に限られ七いる？ まごまごするよりは犀療を受

　　けようとする姿勢が核家族群にみられる。その爲三世代

　　家族群は周囲に育児経験者を持ち患まれているものと思

　　 われ，よい結果を生んでいることになろう。普段は余り

　　”頼σにされていない4，保健専門職も礁が病気のことにな

　　ると相談相手と して重宝がられていることがわかるし，

・最近多くなづ桑電話相談な、ξも1稼家族停母親にどづては

　霞要な情報源どなるわげである6』道れはどもするど安易

．な情報源と鱒ラ拳と窓気安く使用ざ劇てしまう危険準も

あるめでド⑳利用の筋を正しく購しておぐ嫉が

　あろうぎ調査時点まで謡度も罹患 レて恥ない乳児奪持う

　樟親のう1ち詑核霧族群夢駅4累嫁どう対処するかTわが

　ら ない』と答えている。未繹験なので病気の時に習引し

たら1蝉かわ紡加・描うのも糖曝旗思われる
　が，・㌔多少．「揖南有ワ的」・などころ薪うLかがわれる蟻う㌧

　で，呉何が発生ずれば医療を受ければよいという安易な気

　持もあるも4） と1思われるず大塚5レらは，さ母親達が÷般に

　病無に対しで認課は腐く．タマてきており〆認識度が高い

ほど酵的に大切な処置をしてい馨津タてレ｝う嬉の

　ことからみて喝，王しヤ・病気の知識を与えれ威病薫ク）と

　きの対処の仕方を習得亥逐働のξ考えられるデ小児医療

鮒綴rつの流行のタう1こ蜘てきたが・11そ嘩旨に

　抵摯して反対はしなk～ザれど託正しい医療の受け方や婚

　児卯健康にっいで㊧基本的奪揖導がな誉れで力弄ら実施さ

　れるべきセあったうう、ζ思われるδ』安易に医療を受ける

こ1ど剛す麹止麟姫筋ろうず｛い・』1的・一

・備館関．晦糖離め’岬騨関じて磁家擬母

翻嘩鱗飾嫌釧の蘇捌用 瞳燃利用し
　ようξする こ贈馨遼為ヶ』ぞの点三世代家璃群に比レて暮

　ま1れていうど窃えぼ肉ネるセあろう』がド当然そこ㌍は準

　乱が生じてく る。 そ・じて自分で考えそ物事の解決をしな

　い現代づ子母親の安易な態度を魯るめ牽ある計核家族み

母親におい鷲嘩ぐの纐より章くの他人」1映翫

どおり細身近かな輝鞭麻鷲人どいう こ・麟な

ろうが涯れらの人璽醗寿書繰したごと以解つい

　餌正しい指導をずる1鑓ウ瀬ぎなし、・個人差が目立？

　乳犀期にお嫉る情報源と臓声は庫除な場合も決レて少な

　く蓼いことを母鶏達畔理解させズ論く必要堺あケうノ。㌃馬

　場らβLも母親達曝零寡ぎとぎ琴自分g母や姉膜相談じて

囑砂⑩多幌；塗報卸ひるじまた1二 手さぐり一’

傭魁し那闘瀦齢ているご融繍麹鵬
1査胴じ賜る諦騰の利用吻・励セ誘ら韓か緬
　は羽室7，，高野3レらの結果とほぼ同じであるが，”1二育児奮

　の利用の仕方の指導が必要であろう。

　　育児上船配韓？嘩も家族形鰍挿特徴がよく・
　出ている6夜泣きほ向居の年寄の迷惑にな ることを恐れ

ての心配である・』 鰍族の心脚は適鋤助言力；あ

れば解瀧れ網騨麹である・ヒ紡の噸につい
ては早い時期に指導を行なえ騨発生をみないですむかも

　しれぬ。

　　最近はイソスタント離乳食が多く出廻うてお防それ
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も以前に比して品質，種類とも向上している9〕。これら

イソスタント離乳食品め利用は江口ら10｝恥の調査による

とかなり利用されているこ・とがわかる。一般に栄養指導

において，インスタソト食品の利用に対して拒否的態度

がよくみられるが，これについてはわれわれは全面的に

支持できない。すなわち，武藤12，のいう点で支持してい

きたいと思っている。

　若生13，は都市における育児捲導として新な重要な問題

は，個人的社会的指導体制の確立にあるといってい、る

が，都市という地域を考えるとそれは非常に複雑な要素

を多く含んでいる。しかし，われわれはそれに向って努

力を惜んではならない。

V　結 論

　家族形態を核家族と三世代家族と に分けて育児上の種

々の問題を調べた。

①　核家族の割合は全対象の81．8％であった。

②　罹患傾向については，核家族群がやや高く，疾患で

も家族形態による差を認めている。

③　育児上の問題については，心配瑛を持っている母親

の割合は差はないが，その内容には家族形態による差を

認め，またその解決法についても差がある。

④乳児の健康増進については，核家族群の方が多く行

なっているが，三世代家族群では実施しているものの割

合は少ないが積極性がある。

⑤　乳汁以外の食品を与えているものは核家族の方が多

く，それも早目に与えている。しかし・遅れている もの

も核家族に多い。

一般に核家族の育児に問題が多いようにいわれている

が，三世代家族の育児にも決して問題がないわけではな

い。一祖父母の存在が直接間接に小児の健康に影響を及ぼ

していることが明らかになった。

　以上ジわれわれは家族形態と育児上の問題との関係に

ついて調べたが， 家族形態にょって間題の発生に差のあ

ることを認めたことから，保健指導にあたってはその乳

児の家庭環箋を十分に把握して行なう尽きである；と塗

強調したい。

　この調査にあたって，東京都千代田区神田保健所，同

北区赤羽保健所，川崎市川崎保健所，北九州市若松保健

所同市八幡西保健所および沖縄県中央保健所の職員の

方々，また，資生堂社会癖業財団のご協力に深謝いたし

ます。
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